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の
減
額
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
財
政
調
整
基
金
の

積
立
金
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本

年
度
予
算
も
臨
時
財
政
特
例
債

の
限
度
額
ま
で
の
借
り
入
れ
に

よ
り
、
ど
う
に
か
収
支
を
保
ち

な
が
ら
財
政
の
運
営
を
し
て
お

り
、
厳
し
い
台
所
事
情
で
あ
る
。

町
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
、

税
務
課
の
職
員
に
四
人
の
非
常

勤
職
員
を
合
わ
せ
た
体
制
で
収

納
確
保
に
努
め
て
お
り
、
十
七

年
度
は
十
二
月
を
「
税
等
滞
納

整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
、
町

民
の
納
税
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

そ
の
期
間
中
は
町
の
幹
部
職
員

十
九
人
が
班
編
成
に
よ
る
十
日

間
の
夜
間
徴
収
を
実
施
し
、
徴

収
と
誓
約
書
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

も
と
も
と
気
象
条
件
な
ど
に

恵
ま
れ
な
い
地
域
で
、
原
子
力

発
電
所
関
連
事
業
に
よ
る
好
景

気
も
去
っ
た
現
在
の
野
辺
地
町

に
限
ら
ず
、
ど
の
町
村
も
減
額

一
方
の
地
方
交
付
税
な
ど
、
財

政
を
支
え
る
柱
が
崩
れ
か
け
て

お
り
国
や
県
な
ど
の
情
報
の
的

確
な
把
握
と
適
時
の
財
政
計
画

の
見
直
し
が
健
全
な
財
政
運
営

に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
研
修

で
あ
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は

「
町
民
の
医
療
と
健
康
」「
環
境
、

廃
棄
物
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
テ
ー
マ
に
調
査
し
ま
し
た
。

野
辺
地
町
は
「
元
気
で
喜
び

あ
え
る
心
と
体
づ
く
り
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
新
た
に
前
立
腺
が
ん
検
診

を
実
施
し
、
高
齢
者
の
方
々
に

は
介
護
予
防
策
と
し
て
特
定
高

齢
者
把
握
問
診
を
追
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
食
の
大
切
さ
と
楽

し
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

「
学
童
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」、
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
克
服
の
た

め
に
「
水
中
運
動
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
水
中
で
の
運
動
は
、
個
々

の
体
力
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、

北
部
上
北
広
域
事
業
組
合
で
運

営
す
る
「
ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・

は
ま
な
す
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
家
庭
系
ご
み

の
収
集
運
搬
量
は
約
四
千
五
百

�
で
、
今
年
度
は
五
�
の
減
量

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
十

六
年
度
に
ご
み
袋
の
値
上
げ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
み
量
が
減

少
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る

た
め
に
は
、
自
ら
の
認
識
と
自

主
的
な
実
践
が
基
本
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
も
平
均
寿
命

の
延
び
や
疾
病
構
造
の
変
化
な

ど
に
よ
り
増
大
す
る
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
健
康
教
室

や
各
種
検
診
な
ど
の
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
、
機
能
的
に
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

教育民生

町
民
の
医
療
と
健
康
に
つ
い
て
調
査

健康維持・増進の取り組みの説明を受ける
教育民生常任委員

議会では10月24日、常任委員会の視察研修に合わせ
て、青森県六ヶ所村の日本原燃「原子燃料サイクル施設」
を視察しました。
議会では三陸の海を放射能から守るための意見書を提

出するなど、放射能廃液から住民の食の安全と健康を守
る取り組みを行っており、今回の視察は、その一環とし
て行われたものです。
担当者から施設や処理の状況などの説明を受けた後、

実際に施設の見学を行いました。
視察終了後の質疑では、「山田町で住民説明会を開催

してほしい」など住民の不安を解消するための要望など
が述べられました。これに対し日本原燃側では「施設を
見ていただくことが一番の理解につながる。要請があれ
ばいつでも迎えに上がりたい」との答弁がありました。 日本原燃で説明を受ける本町議会議員

日本原燃「原子燃料サイクル施設」を視察
青森県六ヶ所村


